近世後期の肥前磁器の画一的生産と製品種別制度について by 野上 建紀
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金沢大学考古学研究室　　2007 年 7 月  日 
　　（窯場名）  　（器　種）  　（調査窯跡）  
泉山・上幸平・中樽　 膳附物 　　　　 小樽２号窯・年木谷１号窯・年木谷３号窯







市ノ瀬山　　　　　　 六角丼   未調査　
別表　窯焼の製品種別制度（『肥前陶磁史考』）
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　コシの四隅突出型墳丘墓は、平成 9 年 5 月現在で、
「越前」に 3 遺跡 0 基、「加賀」に  遺跡 2 基、「越中」
に  遺跡 7 基、計 8 遺跡 9 基が確認されている。「若
狭」・「能登」・「越後」には現在までのところ報告例は
ない。このうち「若狭」は、丹後・丹波＝タニハとの
歴史的交流が強く、特に弥生時代においては越前以北
